
 

 

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ２ 日 

富士教育訓練センター    

静岡県           

国土交通省 富士砂防事務所 

                                   

地域防災を担う若者へ、官民が連携して建設業の最前線を伝えます 

～建設業の就職前準備研修における「地域の守り手」確保の取り組み～ 

 

 
 

 

 

 

 来年度の建設業への新規入職予定者を対象に行われる「就職前準備研修」（実施：富士教

育訓練センター；東日本の研修生約 300 人）において、官民が連携して、日本最大級の規

模を誇る砂防施設「大沢遊砂地」の案内（富士砂防事務所）、ＩＣＴ建設機械等のデモンス

トレーション（協力：建設ＩＣＴ導入普及研究会、（一社）日本建設機械施工協会）、若手

人材確保の取り組みである「どぼくらぶ」の説明（静岡県交通基盤部）を行います。 

 

１． 実施日：平成３０年３月６,１３,２０,２７日（火）１３：００～１５：３０ 

２． 場所・時間：１３：００～１３：４０座学（富士教育訓練センター ８教室） 

          １４：１０～１５：３０現地研修（大沢扇状地（富士宮市上井出地先））    

※富士教育訓練センターでの座学後、大沢扇状地に移動します。 

３． 報道機関集合時間及び場所： 

座学・現地共に取材可能です。なお、現地研修の取材については、 

別紙－１の場所に、１４：１０までにお集まり願います。 

４． 配 布 先：中部地方整備局記者クラブ、静岡県政記者クラブ、 

 富士宮市記者クラブ、富士記者クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度、建設業に入職予定の約 300 人の研修生が富士山麓の砂防施設を視察します。

それに合わせて、官民が連携して、ＩＣＴ建設機械等のデモンストレーションや「どぼ

くらぶ」（静岡県の若手人材確保の取り組み）の説明を行い、「地域の守り手」としての

建設業への認識を深めて頂きます。 

【問合せ先】 

●研修に関する内容： 

職業訓練法人全国建設産業教育訓練協会 富士教育訓練センター 

                      菅井・加賀美  TEL：0544-52-0968 

●静岡県の取り組みに関する内容 

 静岡県交通基盤部 建設支援局 技術管理課   平井   TEL：054-221-2131 

●その他のお問い合わせ 

国土交通省中部地方整備局 富士砂防事務所 白木・池田  TEL：0544-27-5221 



 

 

■「ふじのくに」から防災を担う若者への贈り物 

建設業は、地域インフラ整備、維持管理等を支えると共に、災害時には最前線で安全・

安心を担う「地域の守り手」としての役割を果たしています。しかし、若手人材の不足や

技術の継承など様々な問題を抱えており、このままでは、地域の守り手が確保できなくな

る懸念があります。 

 そのため、来年度の建設業への新規入職予定者を対象に行われる「就職前準備研修」（実

施：富士教育訓練センター；東日本の研修生約 300 人）において、官民が連携して、日本

最大級の規模を誇る砂防施設「大沢遊砂地」の案内（富士砂防事務所）、ＩＣＴ建設機械等

のデモンストレーション（協力：建設ＩＣＴ導入普及研究会、（一社）日本建設機械施工協

会）、若手人材確保の取り組みである「どぼくらぶ」の説明（静岡県交通基盤部）を行いま

す。 

これらの取り組みは、研修生の皆さんに、地域を守る重要な仕事としての認識を深めて

いただくと共に、誇りを持って建設業に従事していただき、入職後の定着促進が図られる

ことなどを期待して行うものです。 

 

 

■研修予定 

１３：００～１３：２０ ：建設業は“地域の守り手”（国土交通省 富士砂防事務所） 

 

１３：２０～１３：４０ ：「工事中が未来をつくる!! 静岡どぼくらぶ講座」 

                                 （静岡県） 

１３：４０～１４：１０ ：移動（富士教育訓練センター→大沢扇状地） 

 

１４：１０～１５：３０ ：大沢扇状地の見学・ICT 建設機械等のデモンストレーション 

 （ICT 建設機械等に関する説明及びデモンストレーションとして、約１時間を予定しています。） 

 

 

■取材にあたっての注意事項 

・取材の際は、報道機関名がわかる取材者証（腕章）などの着用をお願い致します。 

・取材内容は研修内容についてのみとしてください。 

・研修生へのインタビューはおやめください。 

・写真撮影は問題ございませんが、個人のアップ写真はおやめください。 

・動画撮影は基本的に写真撮影に準じます。 

・災害など、不測の事態が発生した場合は、中止することがあります。 

 

 



『報道関係者様 集合場所』案内図 別紙－１

④流路工に架かる橋を渡り右折

流路工

扇状地の看板横を通過

①【朝霧霊園入口】交差点を右折

③HKSを過ぎてすぐに左折

富士宮出張所

1

3
4

②HKSの前を道なり（左）

2

エッチ・ケー・エス

（G）昭和シェル

現地研修集合場所
１４：１０までにお集まり願います。
会場までは先導させて頂きます。

Ｐ

②現地研修実施会場
（大沢川遊砂地
詳細図は右下拡大図参照

①座学研修実施場所
（富士教育訓練センター）
道の駅「朝霧高原」の北側です。
来場の際は、受付にお声かけください。



東日本建設業保証株式会社主催『平成 29 年度就職前準備研修』 について 

 

 本事業は、東日本建設業保証株式会社より富士教育訓練センターが受託したもので、東日本建

設業保証の営業エリア内の平成 30 年度に建設業へ新規入職されるフレッシュマンを対象に実施する

ものである。研修の目的としては、①社会人としての基本(心構え、ビジネスマナー等)を修得させる。②

建設産業に対する理解を深める。③同年代同士の連携感を養い、入社前の不安を解消し、入社後

の定着促進を図るねらいがある。また、 昨年度より、国土交通省中部地方整備局富士砂防事務所

のご協力を戴き、研修の中で日本最大級の規模を誇る砂防施設「大沢川遊砂地」の視察見学を実

施戴いております。今年度も、雄大な富士山の麓で数多くの土石流を捕捉し、下流域の人々の安心・

安全を確保する堂々たる土木のインフラ施設を視察見学させて戴く事により、我々建設業に従事するも

のとして人々の生活基盤を支える重要な仕事として認識を深めて戴き、誇りを持って建設業に従事して

戴く事に期待します。 

 

平成 30 年度状況 

第 1 回（3 月 5 日～7 日） 

参加地域：福島県 10 名（W:1/M:9）、福井県 4 名（W:1/M:3）、 

茨城県 23 名（W:1/M22）、愛知県 5 名（M:5） 計 42 名 

 

第 2 回(3 月 12 日～14 日) 

参加地域：千葉県 14 名(W:3/M11)、静岡県 26 名（W:4/M:22）、 

山梨県 7 名（M:7）、栃木県 23 名（W:2/M21）、岩手県 15 名（W:5/M:10）   

計 85 名 

 

第３回（3 月 19 日～21 日） 

参加地域：宮城県 10 名(W:1/M:9)、岐阜県 13 名(W:1/M:12)、静岡県 25 名(予定)、 

愛知県 50 名(予定) 計 98 名 

 

第４回(3 月 26 日～28 日) 

参加地域：青森県 20 名(W:3/M:17)、群馬県 15 名(予定)、新潟県 15 名 (予定)  

  計 50 名 

大沢川遊砂地の視察会は各回中日１３：３０から２時間程度を予定しております。 

 

職業訓練法人全国建設産業教育訓練協会 

富士教育訓練センター広報企画部 加賀美 

【参考：大沢扇状地のイメージ写真】 

 



コマツレンタル（株） MCバックホウ（PC128USi)

日立建機日本（株） MCバッホウ（ZX200X-6) MCバッホウ（ZX200X-6)

コベルコ建機（株）
MGバックホウ

（　SK30UR又はSK50UR）
MGバックホウ

（　SK30UR又はSK50UR）
MGバックホウ

（　SK30UR又はSK50UR）
MGバックホウ

（　SK30UR又はSK50UR）

（株）シーティエス ドローン・レーザスキャナ ドローン・レーザスキャナ ドローン・レーザスキャナ ドローン・レーザスキャナ

（株）トプコンソキア
ポジショニングジャパン

レーザスキャナ

ＩＣＴ建設
機械デモ

学べるマンガシリーズ
i-Construction土工編及び舗装
編を配布

ＩＣＴ計測
機器デモ

その他
西尾レントオール

（株）

学べるマンガシリーズ
i-Construction土工編及び舗装
編を配布

学べるマンガシリーズ
i-Construction土工編及び舗装
編を配布

学べるマンガシリーズ
i-Construction土工編及び舗装
編を配布

協力会社

協力予定表

項目 3月6日 3月13日 3月20日 3月27日 備　考




